
ⅳ 
 

首都圏の過去の地震活動に基づく地震活動予測手法の確立（3.1.4 参照） 

(a)

(b)  

 

(a) プロスペクティブ（事前）予測実験における三次元テスト領域での RI モデルの予測図。予
測期間 2015 年 2 月 1 日－2015 年 5 月 1 日、マグニチュード 4.0－9.0。スケールは、期待値
の対数(log10)値でプロットされている。  

(b) 3 ヶ月（左）および 1 年（右）テストクラスの最適パラメータ探索結果図。スケールは情
報利得を示し、赤ほどモデルの性能が高い。  

 


